
　生野区南部地区は大阪の都心に

近接し、交通利便性が高く、寺社や

旧街道等の歴史的遺産とともに、戦

前からの「長屋」、「裏路地空間」等

下町文化が色濃く残る地域です。 

　しかし、老朽木造住宅が密集し、

道路や公園が未整備なことから、防

災面や住環境面から多くの課題が

あります。 
 

■面積：98.5ha 

■世帯数：約7,300世帯 

■住宅数：約8,700戸 

　平成６年度に地元住民で結成され

た「生野区南部地区まちづくり協議

会」と連携して、老朽な住宅密集市

街地のモデル事業として整備を実施

しています。 

■老朽住宅の建替促進 

　・都市再生住宅の整備 

　・共同建替の支援 

■改良住宅の整備 

■道路の整備 

　・河堀口舎利寺線の整備 

　・狭あい道路拡幅整備 

■公園の整備 

　・南生野公園の整備 

　・まちかど広場の整備 

　老朽住宅の建替促進と都市計画

道路や都市計画公園等の公共施設

整備を一体的に行い、住環境の整備

と災害に強いまちづくりを同時に進め

ています。 

大阪市生野区 

密集市街地の改善 
古くからのコミュニティも生かしながら、 
居住環境と安全性の向上を図り、 
活気あるまちに再生します。 

整備されたまちかど広場 

堤防補強の整備イメージ 

スーパー堤防の整備イメージ 

住宅の現況 

まちづくり協議会のようす 

木造密集市街地が 
残っています。 

密集市街地の改善を 
図ります。 

居住環境と安全性の向上が 
図られます。 

　市街地を守る堤防は、十分に吟味

されているとは限らない土砂を用いて

逐次強化を重ねてきたものです。人

口・資産が高度に集積した市街地は

川より低い位置に存在し、ひとたび破

堤すると壊滅的な被害を受けるおそ

れがあります。 

　京都府北部を流れる由良川は直轄

管理区間内での堤防の整備が30％し

か進んでおらず、たびたび洪水被害

を受ける地域が残されています。 

　大都市の壊滅的な被害を未然に

防ぐため、堤防強化対策として、市街

地整備と一体となった水辺都市再生

事業（スーパー堤防整備事業）を、淀

川と大和川に挟まれた大阪の中枢

部の防御を重点的に実施します。既

存の堤防の調査の結果、緊急対策

が必要な区間については、堤防補強

を実施します。 

　由良川においては中流部の堤防

整備を順次進めています。平成16年

度からは、福知山市戸田地区にある

約70戸の家屋等を、将来、堤防にな

る位置の外側に移転するための公

共補償に福知山市と連携して着手

します。 

　堤防強化のうちスーパー堤防を実

施することにより、大洪水が発生して

も壊れない、安全な堤防となります。

堤防補強については今の堤防より破

堤しにくくなり、突然の破堤とはならな

いため、避難するための時間を稼げ

る等の効果が考えられます。 

　たびたび浸水している地域は築堤

することにより、洪水被害から守られ

ることになります。 

都市域には洪水被害の 
おそれがあります。 

洪水被害から都市域を 
守ります。 

洪水による被害を軽減し都市機能を守ります。 
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淀川・大和川・由良川 

安全で安心できる近畿を目指し 
人口、資産が集中する「都市域」を守る堤防強化対策および 
災害頻発等地域の緊急防災対策を行います。 

住民参加のまちづくり組織と
して、地元７地域振興連合町
会の代表の方々等から構成し
ています。 
まちかど広場の整備等に地域
の方々のアイデアが色々盛り
込まれています。 

生野区南部地区 
まちづくり協議会 

背　景 

事業内容 

背　景 事業内容 

事業効果 

まちづくり基本構想 

木造住宅の建てづまりや、道路
が狭いため、防災上課題の多
い区域は、大阪市が住宅を建
設し、緑地、道路の整備を一体
的に行います。 

南生野公園の整備を行うとと
もに、公園が不足している地区
東南部に新たな公園を整備す
る予定です。 

河堀口舎利寺線を幅員15m
に、今里矢田線を幅員25m
に拡幅・整備します。 

都市計画道路等公共事業の
整備による移転や住宅地区
改良事業地区内の方々の仮
移転用の賃貸住宅です。 
（平成11年3月第1期分完成） 

※新たに設置する街区公園の
位置については、さらに検討
を進めます。 

地区内の東西・南北方向に幅員
約8mの生活道路を整備する予
定です。 

拡幅整備する幹線道路沿線や新
たに近隣商業地域に指定された
地域等では商業施設と複合した
良質な住宅を供給します。 

幹線道路沿道や商店街等は、住
商複合の土地利用をめざします。 

地区東部に多い老朽化した工場、
倉庫、駐車場等について、長期的
に土地の有効利用や高度利用を
促進し、良質な住宅の供給を図り
ます。 

身近な緑のスペースとして、また
地域のコミュニティのシンボルと
して特色ある整備をすすめます。 
（地区内15カ所程度整備予定） 
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平成2年9月　台風19号による洪水 

大都市大阪の淀川下流部 

スーパー堤防整備区域 

大都市大阪の淀川下流部 大都市大阪の淀川下流部 
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